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研究成果の概要（和文）：緩和ケア病棟では、清潔のケアとして機械浴が行われている。機械浴のケアを生理学
的・心理学的な指標を用いて検証した。機械浴前後での生理学的指標として腋下温、脈拍数、血圧、心拍変動の
スペクタル解析から副交感神経、交感神経、自律神経機能の基礎活動指標の定量評価を実施した。心理学的指標
は状態・特性不安検査を使用した。生理学的指標については機械浴後に脈拍数のみ低下傾向を示し、バイタルサ
イン・自律神経機能の大きな変化は認められず、機械浴の安全性が示唆された。心理学的指標については、状態
不安が機械浴後に有意に低下した。また、実際の患者さんの言葉から患者さんへのリラックス効果を示唆する所
見が得られた。

研究成果の概要（英文）：In palliative care hospitals in Japan, mechanical bathing is conducted to 
maintain cleanliness. The objective of this study was to assess, using physiological and 
psychological indices, the effects of mechanical bathing care for patients in the terminal stage of 
cancer. The heart rate variability analysis method was used to measure autonomic nervous system 
function. The patients' state of anxiety was assessed using the State-Trait Anxiety Inventory 
STAI), a psychological index, and patients' verbal responses were also collected after mechanical 
bathing. Their sympathetic and parasympathetic nervous activity did not differ before and after 
bathing. A significant difference was found between pre- and post-bathing anxiety, as evaluated by 
STAI.Patients were more relaxed after mechanical bathing according to STAI evaluation and their 
verbal responses. The findings suggest that the method of bathing used in this study is safe and 
pain-relieving for terminal stage cancer patients. 

研究分野：臨床腫瘍学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
がん患者の自律神経機能障害の実態が明らかにされることにより、がん患者の抱える自律神経機能障害を早期に
診断し、より科学的なエビデンスに基づくケアプログラム、副作用対策、介入療法の開発の端緒となる可能性が
考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 
 
自律神経は刻々と変化するストレスに対応し、交感神経・副交感神経を介して重要臓器に指令を
出し、心身の適切な状態を維持するという重要な役割を担っている。自律神経機能が異常になる
と、自律神経のバランスが崩れるばかりか、循環・代謝・消化・呼吸・体温調節・排泄機能・感
情など心身の健康を維持する機能に異常が生じ、さらに進むと疾病の誘因となる。自律神経は心
身の健康の基礎といえる。従って、自律神経機能を評価することは心身の健康の評価に有用な指
標と考えられる。 
癌患者の疲労・倦怠感は化学療法や放射線療法などに伴って生じるほか、進行がん患者では
50%以上、長期生存者でも 30%以上が有しおり、それらには自律神経機能障害が関係しているこ
とが知られている。従って、がん患者の自律神経機能の評価とそのケアプログラムの開発は意義
があるものと考えられる。 
 
 
２．研究の目的 
 
健常者を対象にアロマテラピーの効果を自律神経機能検査から評価したものや、がん患者に
行われる抗がん剤治療の副作用としての嘔吐を伴う自律神経障害の研究は認められるが、癌種
毎および抗がん剤レジメンと自律神経障害やがんサーバイバーの自律神経障害の詳細な検討は
行われていない。 
自律神経測定器機は起立反射を用いて、従来の器機よりも正確な測定が可能な利点がある。
従って、がん患者の自律神経機能障害の実態が明らかにされ、より適切なケアプログラム、副作
用対策、薬物療法開発の端緒となる可能性が考えられる。さらに、化学療法誘発自律神経機能障
害モデルの in vitro, in vivo の確立は、将来の化学療法誘発自律神経機能障害の病態の理解
とその治療法の開発に貢献するものと考えられる。 
 
 
３．研究の方法 
 
がん患者の自律神経機能を主観的・客観的に検討する。がん治療中の患者の自律神経機能異常を
明らかにする。主観的な自律神経機能検査は自記式質問調査表検査（身体的自律神経障害検査項
目、精神的状態不安検査項目 STAI(state-trait anxiety inventory））を用いる。客観的自律神
経機能測定器機はクロスウェル社の「きりつ名人」を用いる。心電図をモニターし、安静時 2分
間、起立時 2分間、着席時 2分間の測定を行う。波形の変動を spectral 解析を行い、自律神経
機能の解析を行う。R-R 間隔を用いた心拍変動解析から、周波数解析による副交感神経の指標(HF
成分)、副交感神経/交感神経の指標(LF 成分)、交感神経の指標(L/H 成分)の検討(LF：動脈圧変
動成分、HF：呼吸成分)による定量評価、および時間領域解析(CVRR)により副交感神経指標の定
量評価を行う。データ解析にあたっては各癌種毎に、治療前後の平均値、標準偏差を算出し、群
間の差異を反復測定による多重比較検定により検討する。患者の属性として年齢、性別、病名、
病期、Performance Status、既往歴、家族歴、現病歴、化学療法の内容（投与薬剤、累積投与量）、
放射線療法の内容を診療録から調べる。 
 In vitro の検討では、GT-1 細胞株は自律神経中枢である視床下部由来のマウス神経細胞株で
ある。37℃,5%CO2,DMEM 培養下において抗がん剤ビンクリスチン(VCR)を添加し、細胞増殖能、
細胞の形態、細胞骨格系蛋白の変化などを検討する。RT-PCR 法およびウェスタンブロット法で
の RNA,蛋白の定量性を検討する。抗がん剤パクリタキセル、オキザリプラチンでも同様の検討
を行う。 
 
 
４．研究成果 
 
緩和ケア病棟では、清潔のケアとして機械浴が行われている。機械浴のケアを生理学的・心理学
的な指標を用いて検証した。機械浴前後での生理学的指標として、腋下温、脈拍数、血圧、心拍
変動のスペクタル解析から副交感神経、交感神経、自律神経機能の基礎活動指標の定量評価を実
施した。また、ギャッジアップ 40°の反応性自律神経活動も評価した。心理学的指標は状態・
特性不安検査を使用した。生理学的指標については機械浴後に脈拍数のみ低下傾向を示し、バイ
タル・自律神経の有意な変動がなく、機械浴の安全性が示唆された。心理学的指標については、
状態不安が機械浴後に有意に低下した。また、実際の患者さんの言葉から患者さんへのリラック
ス効果を示唆する所見が得られた。 
 



  

 
 
予備的研究として行った、正常人の自律神経機能の検討では、看護学科大学生 121 名（1年生
22 名,2 年生 35名,3 年生 23 名,4 年生 41 名）の起立反射による自律神経機能を検討した。その
結果、4年生は 1-3 年生と比し静止状態では副交感神経の機能低下・交感神経の機能亢進、起立
状態では自律神経反射が亢進していた。看護学科大学生は 4 年間の期間内に看護実践能力を身
につける教育が求められ、一般の大学生と比しストレス反応が高いと言われている。特に、臨床
実習中は心身のバランスを崩す学生がいることが報告されており、我々の結果から 4 年生は 1-
3 年生と比し自律神経機能がアンバランスの状態にあることが明らかになった。 
 
 さらに、健常者に対する、アロマテラピーが自律神経に与える影響を検討した。交感神経・副
交感神経に一定の作用があることが明らかになった。データ解析の結果を論文として発表する
準備中である。 
 
 In vitro 実験では GT-1 細胞株のビンクリスチン(VCR)添加による増殖抑制が認められ、細胞
増殖能、細胞の形態、細胞骨格系蛋白の変化などの結果を現在解析中である。 
 
さまざまな癌種に対する化学療法レジメン毎に治療経過中の自律神経機能を詳細に検討する
予定である。外来化学療法室通院中の患者の副作用対策として骨髄抑制・消化器毒性・皮膚毒
性・神経毒性などに注目し、NCI-CTCスケールを用いた評価が日常的に行われているが、がん患
者が抱える有害事象としての自律神経障害は広く認知されていない。従って、本研究により、
抗がん剤治療中の自律神経障害の実態が明らかになれば、適切なケアプログラム・介入治療の
新たな途が開かれる可能性が期待される。 
 
今後、がん患者の自律神経機能障害の実態が明らかにされることにより、がん患者の抱える自
律神経機能障害を早期に診断し、より科学的なエビデンスに基づくケアプログラム、副作用対策、
介入療法の開発の端緒となる可能性が考えられる。さらに、化学療法誘発自律神経機能障害モデ
ルの in vitro, in vivo の確立は、将来の化学療法誘発自律神経機能障害の病態の理解とその
治療法の開発に貢献するものと考えられる。 
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